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一北海道－

野逸品

冬の給餌台
野鳥を身近かに

（小沢広記さんの庭に来たコウライキジ＝写真・萩　千夏）
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北
海
道
の
冬
は
長
く
き
び
し
い
。

し
か
し
、
こ
の
北
国
の
生
活
を
楽
し
く
工
夫
を
こ
ら
す
こ
と
も
大
切
で

あ
る
。
あ
る
人
は
　
北
海
道
は
一
年
中
、
冬
で
あ
る
と
い
う
。
な
る
ほ
ど

春
に
な
っ
た
と
思
う
間
も
な
く
、
も
う
冬
の
燃
料
の
心
配
を
す
る
。
冬
の

気
分
か
ら
解
放
さ
れ
な
い
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
だ
が
、
北
海
道
の
生
活
に
抵

抗
す
る
よ
り
も
、
北
海
道
ら
し
い
生
活
を
楽
し
む
ト
。
こ
ん
な
知

恵
も
大
切
で
あ
る
。

と
く
に
、
冬
の
北
海
道
を
生
活
の
中
に
と
り
入
れ
よ
う
、
こ
う
し
た

生
活
改
善
の
意
味
で
、
冬

を
楽
し
ん
で
い
る
人
が
い

る
。
札
幌
市
郊
外
藤
の
沢

に
住
む
小
沢
広
記
さ
ん
で

ある。小
沢
広
記
さ
ん
が
冬
の

給
餌
台
を
設
け
て
十
年
に

な
る
。
近
く
の
立
木
に
、

ト

ウ

モ

ロ

コ

シ

や

、

リ

ン

ゴ
を
吊
し
、
肉
の
脂
身
を

ゆ
わ
え
つ
け
た
り
、
ヒ
マ

カ
ゲ
ラ
も
、
ツ
グ
ミ
も
、

ワ
リ
の
種
を
古
ぼ
け
た
テ

ー
ブ
ル
に
散
ら
し
た
り
、

た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で

ある。最
初
は
ス
ズ
メ
し
か
来

な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

「
ス
ズ
メ
で
も
い
い
さ
」

こ
ん
な
の
ん
び
り
し
た
気

持
が
通
じ
た
の
か
、
ヒ
ヨ

ド
リ
が
来
た
。
シ
ジ
ユ
ウ

カ
ラ
も
、
コ
ガ
ラ
も
、
ア

コ
ウ
ラ
イ
キ
ジ
も
、
そ
し
て
リ
ス
さ
え
仲
間
入

り
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
数
は
年
々
ふ
え
て
い
る
と
い
う
。

小
沢
さ
ん
に
と
っ
て
冬
が
楽
し
い
の
で
あ
る
。
「
去
年
の
あ
い
つ
は
ど

う
し
た
ろ
う
」
と
、
古
い
知
己
の
弱
れ
を
待
つ
。
一
陣
の
風
が
吹
く
よ
う

に
、
古
い
あ
い
つ
が
顔
を
見
せ
る
。
里
帰
り
し
た
娘
の
よ
う
で
あ
る
。

今
年
は
札
幌
市
円
に
も
、
一
月
下
旬
に
ヰ
レ
ン
ジ
ヤ
ク
の
大
群
が
来

た
。
市
内
の
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
イ
ボ
タ
の
垣
根
に
む
ら
が
っ
て
終
日
、
私
た

ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。
え
さ
を
与
え
れ
ば
野
鳥
は
い
つ
で
も
私

た
ち
の
身
の
回
り
に
い
る
。

）
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追われゆく野鳥類

ト　ンボよお前もか

●滝ノ上のトンボ

先日、網走支庁管内の役場の方々と懇談しているとき

滝ノ上の産業課長さんが

「最近、ホタルを見かけないと思っていたら、今度は

トンボまで少なくなってしまいました。そのせいか、鳥

の数も全く減っていますね」

という。滝ノ上町といえば、奥深い自然の里を連想し

ていた私にとって、その言葉はショックで、何度も問い

かえしたほどである。

「全くの過疎地帯ですから、工場もなし、大気汚染も

考えられませんし、農薬のせいでしょうか」

と首をかしげる。

「ホタルを見かけないのは全国的な憤向ですが、トン

ボまでとはね」

と、私も合づちを打ったが、心に空漠とした波紋が広

がるようであった。

本道のトンボの大部分のものが渡りをすることは、あ

まり知られていない。したがって、滝ノ上町のトンボが

減っているのは、かならずしも、滝ノ上町の農薬汚染が

原因ではなく、トンボの繁殖地や、渡りの経路の影響が

現われたものであり、野鳥の数が減っているのも、また

同じ理由によるものであろう。

こう見てくると、野鳥にとって、ある地帯の生息環境

を守ることができれば、それで保護されるとはいえない

わけで、地球上のある部分における大気汚染や、自然環

境の破壊が、豊富な自然にめぐまれた奥深い地帯にまで

波及しているのである。

●女満別の7オサギ

女満別町の網走湖畔に、アオサギの営巣地がある。網

走市の鳥獣保護員・大西重利さんに聞いたところでは、

この営巣地にも、環境破壊の波がひたひたと押し寄せて

いるそうである。

その第Jが農薬によるもので、営巣地の近くで収容さ

れるアオサギを解剖してみると、胃の中が黒く融け、肝

蔵障害をおこしており、明らかに薬物による中毒死が判

断できるという。

それに加えて、写真を撮影しようともぐりこんでくる

人たちが、下草を踏み荒し、彼等をすっかりおびえさせ

ているそうだ。だからアオサギは、人影を見かけるとす

ぐ飛び上がる。それを狙ってカラスの群れが、卵やヒナ

を襲うのである。周辺の餌場も次第に破凄されていると

いう。これは女満別のアオサギに限ったことではない。　、J

野幌でも、苫小牧でも、浦幌でも同じような現象が現わ

れている。

またアオサギばかりでなく、稚内港ではウミガラス等

の海鳥が、工場排水で、ばたばたともがき死んでいると

いう。海水の汚染は、臨海工業地帯だけのことではなく

なったのである。そして、この広い空の下で、鳥獣ばか

りではない。人間さえその生命をむしばまれている。

〇日ざめゆく若い狩猟馨たち

やはり網走地方の狩猟者の方々と懇談したとき、女満

別町の田中良平さんが

「網走地方も、全く野鳥が少なくなりました。狩猟者

も保護のことを考えないと、もう狩猟の将来はありませ

んね」と、しみじみ述懐していた。

田中さんは、親の代からのハンターで、人一倍狩猟好

者でありながら、ガンの捕獲は禁止せよという。少なく

なったガンを追いかけて、狩猟者のマナーが低下してい　＼J

るし、狩猟期間も、むしろ現在より遅らすぺきだとい

う。

J羽でもよいから、成熟したカモを追いかけ、J発勝

負を試みたいというのが田中さんの念願で、JO月7日の

解禁では、まだ換羽期のカモが多く、撃つにしのびない

のだという。

老成した狩猟家の多い中で、田中さんなんかは、まだ

若輩であろう。しかし、この田中さんの言葉は、狩猟者

自身の認識を示すものとして、嬉しく拝聴した。

自然物を対象とする狩猟者こそ、自然のよき理解者で

なければならない。最近、若い狩猟者から、ぼつぼつと

こんな話しを聞くことができるようになった。

若さというのは、ものごとへの柔軟性と、探究心を意

味する。自然を保護しようという大きなうねりの中で、

考える狩猟者になってほしいものである。

－　ニ　ー



（写真・小樽市　渡辺俊夫）
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）　　　北海道の冬の庭は、ほんとうの枯山水である。荒涼た

る冬庭は、その寂しさのゆえに趣むきがあるが、野鳥を

招くとがぜん活気にあふれてくる。パンに群がるスズメ

落花生をくわえて潅木にかくれるシジュウカラ。リンゴ

をほじくるヒヨドリ。樹幹にくくりつけた脂肉をたたく

キツツキなど、なかなか賑やかなただずまいになる。

窓を閉めているから小鳥たちの声は遠いが、天気のよ

い目など、餌を置きに庭へ出てみると、あちらこちらか

らさまざまなさえずりが聴こえてくる。

アカゲラは鳴き声こそ地味だが、仕ぐさの面白さと、

美しい色彩とで、わが庭の主賓である。

去年のJO月頃であった。畑の手入れをしていると、ど

こかでキヨツ、キヨツという音がしたように思った。ど

こかで聞いたような音だと思いながら、別に気にもとめ

ないでいたところ、畑を終って庭へ回ってくると、アカ

ゲラがいたので、ああ、これだったのかと気がついた。

それにしても、この秋はずいぶん早くに姿を現わした

、J　　ものである。いっもの年だと、わが家の庭にキツツキが

姿を見せるのは、だいたい根雪になってからである。

もっとも彼女らは、渡りをしないのだから、ひょっと

すると、気のつかないときにもJ年中来ているのかもし

れない。

アカゲラはキヨツ、キヨツと低く短かく鳴く。これは

警戒音だそうである。木の幹をすべるように登ってゆき

またあとすぎりして降りてくる。幹をつつくときには、

2本の後址を外側に張り出し尾羽で体を支えている。

彼女は餌を叩きながら八方に気をくぼっている。人と

目が合わなければ、1メートル位まで近づいても、あん

がい平気でいるが、遠くにいても目が合うと、はずかし

そうにくるりと木の裏側に身をかくし、こちらの様子を

見ている。

アカゲラがカマボコ板に打ちつけてある脂肉を叩く音

は、まるで電気ハンマーである。どういう仕掛で、あの

キ

ツ

ツ

キ

ように音を震動させることができる

のだろうか。他の動物がもしキツツ

キの真似をして、続けさまに頭を叩

きつけたら、きつと脳しんとうをお

こすに違いない。

キツツキの舌は、頭を縦にひと回

りして鼻腔にくっっいているそうで

あるが、頭の中もよほど風変りにで

きているに相違ない。

キツツキの仲間は、あの叩音によ

って縄張りをきめたり、配偶者との

合図を交したりしているのだそうで

ある。多くの鳥が声楽やダンスに長

じているのに対し、キツツキは打楽

の名手である。そう思って聞くせい

か、彼女等の叩音にはリズムがあり高低がある。雌雄に

よっても叩き方が違うのかもしれないが、種類が違えば

明らかに音色は変る。

ときどきヤマゲラがくるが、彼女の音はアカゲラより

も低くて太い。キツツキは音を使いわけるために、木の

種類や叩く場所を吟味しているように思われる。いろい

ろなところを叩いてみては、しばらく考えている。

シロホンの調律をしているのだろうか。彼女たちがお

堂の柱や電柱を叩くのも、あながち虫を探すためばかり

でなく、それによって仲間への信号を送っているのであ

ろう。小鳥たちの交す言葉を聞きわけることができたら

どんな楽しいことだろうといっも思う。

私の生家は、鎮守の森を背にしていたので、いっもキ

ツツキの音が響いていた。母の話しによると

「キツツキは親が危篤だというのに、べ二・カネっけ

て髪結うて、お化粧に夢中になっていたので、とうとう

親の最期をみとることができず、その罰で、今でもああ

してJ日中、寂しい森の中で、独り木を叩いている」

のだそうである。

その伝説の真偽のほどは別にして、暗く静まりかえっ

た森の梢から、コツ、コツとたえまなく響いてくる音。

忍者のような身動き。木から木へ、さわさわと移るあの

羽ばたき。子供心にとってキツツキは、森の魔物のよう

に思えてこわかった。

だが、いま私が見ているアカゲラは、赤いベレー帽に

赤いズボン。アラベスクのマントをつけた瓢軽者の小人

である。　　　　　　　　　　（札幌市・北電監査役）

＼／〉〉「＼J／＼、／＼＼ノ′＼、／′　－ノ′、－／＼／＼）／＼＼ノ＼－】／＼＼ノ′＼J／′＼〉／′＼）／（←〉／、＼ノr＼＿／（、、／‾＼＼ノ√ヽ＼ノ‾＼　／　＼）／＼〉　＼

野鳥だよりに皆さんの原稿を寄せて下さい。皆さんの

身近かで発見した野鳥の記録や、感想文や愛護会に対す

る意見でも結構です。とくに写真を歓迎します。次回の

発行は5月ですから、4月JO日頃までに提出頗います。

・－　3　－



画館山の野鳥

函館市　隅　　田　　重　　義

■　自然を愛してさすらいの日々

私は自然をこよなく愛する。それはよわいを重ねるご

とに深くなり、旅と、釣りと、狩猟に向けられている。

白く匂うこぶしの花の下で、渓流のささやきに、野鳥

の声に、生き返るような喜びをかみしめる。郷土函館に

生まれ、北海道の大自然にとりつかれたように、いくた

び道内をさすらったことであろうか。

根室の岬に立って、エトロフ島へのあこがれから、北

千島まで足を運んだこともあった。そしてカムチャツカ

の山々は、今も深く私のまぶたに焼きついている。

私は今、函館山鳥獣保護区の管理員をしているが、四

季折々に聞く函館山の野鳥の声は私の生甲斐である。も

ちろん専門家ではないので、詳細な解説はできないが、

美しい函館の夜景とならび、色どりをそえる可憐な野鳥

の姿と、全山に溢れる野鳥のコーラスを、紙上を借りて

みな様にお伝えしたい。

1　山に帰ってきたウグイス

凍りついた風がなごみ、南風が津軽の海を渡ってくる

頃、函館山は次第にその容姿をととのえる。津軽の海に

突出た美しい山容は、船から見る人の心をなぐさめるば

かりでなく、渡り鳥を数多く迎える。

3月、まだ固い桜のつぼみにはもう可愛らしいウソが

群れ、フィー－、フィーと鳴く。長い冬ごもりから解放さ

れて、それらを迎えるように、ヒガラ、ヤマガラ、コガ

ラ、アカゲラなども、入れかわり立ちかわり活消な動き

をはじめる。こうして雪どけと共に、数多くの観光客や

「探鳥のための人々を迎え入れる。

函館山で何よりも私を喜ばしてくれるのは、いっとき

全くかげをひそめていたウグイスが、緑濃い、静かな谷

地頭の海を見下す青年の家の回りで、最近はよく聞くこ

とができることである。

ここは「函館山の野鳥研究」で有名な千田さんの住家

である。立待岬のやぶに3羽しかいなかったウグイス

が、いまは函館山で精一杯の美声が聞かれるようになっ

た。

最近は、観光客や車の数も多いが、いっまでもウグイ

スの声を聞くことができる環境にしておきたいものだと

願わずにいられない。

■　山をいろとる野鳥たち

キジパト　街の騒音を去って、函館山で心静かに聞く

キジバトの声は、平和を悟ったさびのきいたものであ

る。通称をヤマバトと呼ぶごとく、たしかに山にこだま

して、奥深い味わいがある。

ミデデポーポーミと、深山にこだまする声に．はじめ

て北海道の夏らしい気分を感ずるのである。この静けさ

を保つためにも、函館山のやぶを切り払ったり、バスを

乗り入れることはやめてもらいたいと思う。とくにこの

地が戦前、要塞であったことを思うと、キジバトの声に

のどかな7日をかみしめることができる。

セキレイ　ほんとうに清純な感じの鳥である。さしづ

め貴婦人というところ。岩の上、倉庫の屋根の上に、ス

マートな身ごなしで、さかんに尾を上下にふる。たまに

キセキレイを見ることもできる。

カツコウ　函館山で初夏を告げるのはカツコウである

若葉のしたたるような朝霧の中から、かノコウ【、カ

ツコーと響く声に、夏の気配がひとしお身にしみる。

ホトトギス　静かな谷地頭で聞くホトトギスの、モテ

ツペンカケタカミは、さらに野鳥に対する親しみを増す

ところが、最近では数が少なくなっており、なんとして

も保護してやりたい鳥である。

ヤマガラ　最近、山麓の家の庭先に姿を現わすように

なり、数が非常に多くなった。

イカル　めったに低地帯では見られない鳥だが、函館　　）

山で見ることのできるのは、繁殖しているゆえか。

ピンズィ、シメ、ハギマシコ、キビタキなどもよく見

ることのできる野鳥である。これは植物にめぐまれた環

境の故であろう。

先日、朝早く巡視したとき、カタカタカタ……と音が

する。白、黒、赤と配色の鮮やかなアカゲラである。ツ

グミ、ヒヨドリ、ジョウピタキも多く見ることができる

あの′トさなミソサザイも、当山の賓客である。穴澗付

近の断崖を見上げると、威勢よく飛んでいるのはイワツ

バメである。立待岬ではいらだったようにイソヒヨドリ

が叫んでいる。そのほか、ルリピタキ、チョウゲンボな

ど、数えあげればきりがないほど野鳥は豊富である。

最後に、函館山は国設鳥獣保護区であるが、この聖地

を管理するため、管理所の設置が望ましい。

（鳥獣保護員）
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札幌のキツツキ

写真と文　土　屋　文　男

市内で、いくらでも各種のキツツキが見られると言う

と、本州から来た人たちは勿論のこと、古くから札幌に

住んでいる人も不思儀な顔をするが、この筒が昭和36年

5月以来、広域都市となったので、当然のことである。

一日′ト年のことであるが、円山に住んでいる瓦氏から電

話で、いま、クマゲラが庭の餌台に来ていると弾んだ声

で言った。仕事が忙がしくて見に行けなかったが、説明

を受けた限りでは＼雌のクマゲラに間違いなかった。

冬の餌台を訪れるキツツキは、バックが銘世界だけに

点景として美しい。下の方かららせん状に、ツツツと樹

木の上の万に移動してゆくが、こちらのカメラを意識す

ると、幹の向う側へかくれて、ときどきこちらを盗み見

する様子もおかしい。

さらに一定の距離を縮めると、バツと飛び立ってしま

う○しばらくカメラのレンズを通して、キツツキの眼の

動きを追うのも面白い。

アリスイは、外観も生態もキツツキとは思えないほど

変った烏だが、わが家の前の藻岩山で、夏の間よく見か

けた。名前の如く地面に舞いおりて、熱中してアリを食

べる。

私が東保健所長の頃、藤の沢小鳥の村の村長さんをし

ている小沢広記さんから、電話で、とにかく、めうな鳥

がコムクドリ用の巣箱に入ったから見てはしいとのこ

と。

仕事の合間に立寄って調べたら、アリスイのヒナが4

羽いた。巣材はなく、中止卵の白い卵殻がJ個分あった

やがて元気に巣立って行ったとのことであった。（与頁

J）

毎回の探鳥会に、お元気な姿で参加される井上元利博

士の発見されたエゾミユビゲラのことは、先生より再三

お話しを聞いたが、もちろんこのキツツキとは対面がな

い。しかし、わが家の「野鳥のアルバム」には、植物園

にある標本の写真が数葉貼ってある。（写真2）

（札幌市・医師・本会副会長）

ヒバリはいつ帰ってくるでしょうか？

もう間もなくモズが戻ってきます。3月下旬には、

なっかしいヒバリの歌も聞くことができるでしょう。

ヒバリやカッコウなど、冬のあいだいなかった鳥を

はじめて見たり闘いたりした日（初認日）、ハクチョ

ウなど、冬ずつといた烏がいなくなった日（終認日）

の、今年の記録を事務局までおしらせください。鳥の

名前、記録した年月日、場所、それにあなたの名前も

忘れないように。ハガキに、たとえば、ヒバリ　3月

28日　札幌市真駒内　○野○子　と書いてくだされば

よいのです。注意することは

（J）今年の記録に限ること。

（2）自分の家の近くや通勤コースなど、いっも観察で

きるところの記録に限ること。一年に一度しか行か

ないようなところで見ても、初謡、終認とはいえま

せん。

さあ、どんどん記録を送ってください。

（幹事　百武　充）

ー　　J　　－

写
真
上
、
エ
ゾ
ミ
ユ
ビ
ゲ
ラ
（
北
大
博
物
館
）

下
、
ア
リ
ス
イ
の
ヒ
ナ



恒‡葦

蓮　　寵

畝の句に「練達雀一斉に立ってもれもなし」

というのがある。ことほどきよ歪覧この烏は

数十羽の集団となって渡来する冬鳥である。

夏は北極圏からシベリヤ地方で繁殖し、早きはJJ月ご

ろ北海道、本州、九州にまで渡って越年し、おそくも5

月までに北へ帰ってしまう。同類に責連雀と11うのがあ

り、習性はよく似ており、時には両種が湿っていること

もある。

ともに達雀科の鳥で、普通絵画に画かれているのはキ

レンジヤクで、マンサク、チユウベイドリ、デンジヤク

ホヤドリ、トッキンカプリ、ベンジヤクなどの俗名があ

る。ヒレンジヤクの方は、アキタスズメ、ホヤドリ、ホ

ウネンチョウ、ヤナカドリ、ベンジヤク、ベンシヨク、

シュンコウなどの俗名があるほどで、昔から本州の方々

からも親しまれてきた。

ここ野幌では、72月から3月ごろまでにしばしば現わ

れ、イボタの実を好んで食う。J～2月頃になって、イ

ボタが雪の中に埋まると、庭にある丈の高いナナカマド

の真赤な実を食べているが、一樹の実を食いっくすと、

隣家のそれに移り、転々とナナカマドの実を追って南下

し、函館郊外では2月77日の紀元節のころが最盛期であ

った。

恒幌で吹雪が続くと、人里にこられないので、
森林公園の大きな広葉樹についているヤドリ

ギや、渡来や、ヤマブドウの実をついばむ。

お互いに鈴の音のようにとリヒリ、L Uとなきながら同

族の存在を知らせ合って、春光うららかな雪どげを杓ち

ながら餌を追って飛びまわるのん気も

のである。

青森地方で「ホヤド1ノ」という俗名

があるのは、「ホヤ」は寄生樹の方言

であるからである。また本州ではシナ

ノガキの果実、クロウメモドキの核果

ヤツデの実などをよくついばむ。

ヒレンジヤクの色彩は、雄は上面が

美しいブドウ褐色で、先端に鮮やかな

紅色がある。頭上と後頑の羽は長くて

羽冠をなしている。翼は青灰色で、初

列風切の先端に紅色があり、大雨覆の

先端も紅く、下尾筒も紅い。雌はだい

たい雄の色彩に似ているが、下足筒の

紅色がほとんどない。雌雄ともに黒色

の眉斑があり、脛と喉が黒く胸部はブ

井　　上　　元　　則

ドゥ色で、腹は灰色である。

キレンジヤクの形はヒレンジヤクに似るも、体が幾分

大きい。尾端が鮮叢、初列風切の先端も黄色で、次列風

切の先端には、洋紅色の塊状付属物があり、下尾筒が濃

い栗色である点が前種と異なるが、素人の目には尾端が

黄色か紅色かで見分けられる。

匝雀類は燕雀目、連雀科の鳥で分類学上モズ科
とセキレイ科の中間位におかれているが、頭

部に羽冠を有する点が著るしく異る。

この鳥類は冬鳥であるから、絵に画くとき、あるいは

句をよむとき、季節はずれの植物と配したのでは全く実

感がわいてこないので、注意しなければならない。

またこの鳥の糞は、種子が消化しないで排出されるの

で、種子の分散を助ける。またヤドリギの渠采を好んで

っいほむが、この夫に強い粘着力があるので、翼か羽毛

に付着して運ばれて、よそに行ってまた芽を出す。した

がって、レンジヤクがヤドリギの分布を広めているかん

じようである。なんと自然界の妙趣には驚嘆せざるを得

ない。　　　　用別市・北海道栄養短大教授、恩情）

本会の会員を募ります

了．会員の資格は、どなたでも入会できます。

2．会費は年額J人300円。団体は川00円です

加入希望者は会費を添え、住所、氏名、転業を明

記のうえ申込んで下さい。

3．加入申込みは、道庁林務部林政課内「北海道野鳥

愛護会連絡事務局」に提出して下さい。

キレンジヤク　　（写真・野村梧郎）

・一一　　′♪



－シベリアと野付中学校
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白
鳥
で
結
ぶ
友
情

欄
鮎
祀
璽
恥
再
生
徒
の
作
品
を

別
海
村
の
尾
岱
沼
は
、
最
盛
期
に
は
六
千
羽

を
越
え
る
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
羽
を
休
め
ま
す

こ
れ
は
、
厳
し
い
シ
ベ
リ
ア
の
寒
波
を
避
け
て

尾
岱
沼
で
越
冬
す
る
た
め
で
す
が
、
こ
の
中
に

は
、
幼
鳥
や
、
長
途
の
旅
で
疾
病
に
お
ち
入
り

保
護
を
要
す
る
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

野
付
中
学
校
は
、
早
く
か
ら
、
こ
う
し
た
保

護
を
要
す
る
白
鳥
の
収
容
や
介
護
を
し
、
ま
た

昭
和
四
十
二
年
春
の
大
寒
波
で
、
尾
岱
沼
が
凍

結
し
た
と
き
な
ど
、
男
性
徒
が
海
中
に
飛
び
こ

ん
で
、
氷
を
破
っ
て
白
鳥
の
救
護
に
あ
た
り
ま

した。野
付
中
学
校
で
は
、
こ
う
し
た
保
護
の
芙
続

を
、
作
文
や
図
画
に
ま
と
め
、
白
鳥
の
繁
殖
地

で
あ
る
シ
ベ
リ
ア
東
部
の
学
童
と
友
情
を
深
め

る
た
め
、
ソ
連
へ
送
る
こ
と
に
な
り
、
一
月
六

日
ソ
連
総
領
事
館
に
お
い
て
、
本
会
の
井
上
元

則
副
会
長
か
ら
、
バ
ン
ド
ウ
ラ
総
領
事
に
手
渡

し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
バ
ン
ド
ウ
ラ
総
領
事
は
丁

重
な
礼
を
述
べ
、
お
返
し
と
し
て
、
ソ
連
制
の

コ
ケ
シ
　
（
マ
ト
リ
ヨ
ウ
シ
カ
）
や
、
絵
葉
書
、

雑
誌
類
を
ど
っ
さ
り
と
託
さ
れ
ま
し
た
。

会
で
は
、
幹
事
の
萩
千
夏
さ
ん
が
、
根
室
地

方
の
白
鳥
調
査
に
赴
く
機
会
を
利
用
し
て
、
野

付
中
学
校
に
お
届
け
し
ま
し
た
。

野
付
中
学
校
か
ら
は
、
ソ
連
領
事
館
と
、
本

会
に
下
記
の
よ
う
な
礼
状
が
届
き
ま
し
た
が
、

そ
の
一
部
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

）
）
）
）
）
）

（
愛
護
会
に
感
謝
）

（
（
（
（
（
（

生

徒

会

長

　

三

年

　

津

　

田

一

邦

私
た
ち
の
た
め
、
先
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
次
の
日
に
は
テ
レ
ビ
に
も
新
聞
に
も

出
ま
し
た
。
私
た
ち
の
母
校
、
野
付
中
学
校
も

全
国
的
に
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
届
岱
沼
に
は
沢
山
の
野
鳥
が
い
ま
す
。

私
た
ち
の
学
校
で
は
、
毎
年
植
林
の
際
に
巣
衛

を
つ
け
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
野
鳥
が
減
っ

て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
新
聞
や
テ
レ
ビ

で
見
た
り
聞
い
た
り
し
ま
し
た
。
野
鳥
が
減
る

と
、
樹
木
を
虫
が
食
べ
、
木
が
枯
れ
て
し
ま
う

と
か
、
種
子
を
運
ん
だ
り
し
ま
す
。
三
年
生
の

と
き
植
物
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た。
植
物
は
光
合
成
を
行
な
い
、
空
気
中
の
二
酸

化
炭
素
を
取
り
入
れ
、
酸
素
を
出
す
は
た
ら
き

を
し
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
日
本
の
工
業
が

著
る
し
く
発
達
し
た
た
め
、
空
気
の
よ
ご
れ
が

目
立
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
日
本

は
、
よ
ご
れ
た
空
気
に

つ
つ
ま
れ
て
、
た
い
へ

ん
な
こ
と
に
な
り
ま
す

野
鳥
を
可
愛
が
る
こ
と

が
、
私
た
ち
の
生
活
を

維
擬
し
て
い
く
う
え
で

大
事
な
こ
と
だ
と
思
い

ます。現
在
　
こ
の
世
の
中

か
ら
消
え
か
か
つ
て
い

る
野
鳥
が
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
烏
が
、
い
つ

ま
で
も
こ
の
世
の
中
か

）

ら
消
え
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
下
さ
い
。
私
た

ち
も
で
き
る
だ
け
協
力
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

野
鳥
保
護
委
菖

三
年
　
須
　
藤
　
旬
　
子

先
日
は
、
私
た
ち
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
と
お

世
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
て
ど
う
も
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
私
の
通
っ
て
い
る
野
付
中
学
校

は
全
校
生
徒
百
人
と
い
う
小
さ
い
も
の
で
す
。

生
徒
会
の
中
に
、
野
鳥
保
護
委
員
会
が
あ
り

ま
す
。
最
近
、
と
く
に
町
な
ど
で
は
野
鳥
も
見

あ
た
ら
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
わ
が
校
で
は
夏

野
鳥
保
護
委
員
を
中
心
に
、
巣
箱
を
作
っ
た
り

冬
は
白
鳥
そ
の
他
の
鳥
の
、
保
護
観
察
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

と
く
に
冬
は
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
白
鳥
が
く
る

た
め
か
、
春
別
川
一
帯
が
す
ぼ
ら
し
く
に
ぎ
や

か
に
な
り
ま
す
。

去
年
は
、
白
鳥
も
人
間
に
慣
れ
て
、
道
路
の

上
を
歩
い
た
り
、
窓
の
近
く
に
ま
で
寄
っ
て
き

て
l
　
え
さ
を
食
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い

つ
も
家
の
そ
ば
に
く
る
た
め
、
み
ん
な
白
鳥
を

か
わ
い
が
つ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
か
、
白
鳥

は
四
月
頃
ま
で
家
の
近
く
に
二
・
三
羽
が
と
ど

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

今
度
の
こ
と
を
機
会
に
、
こ
れ
か
ら
も
い
っ

そ
う
野
鳥
保
護
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す。



野鳥の観察記録をつけよう

美唄市光珠内　藤　　巻　　裕　　蔵

印象深いことはいっまでも記憶に残っているものです

が、大部分のことはその場かぎりで忘れてしまうもので

す。山道を歩きながら鳥を見たときでもそうです。とこ

ろが、ふだんなんでもないようなことでも、これを記録

しておくと、いろいろと役にたつことがあり、またたの

しみがあります。

1・記録は鳥をおほえる近道

私がはじめて探鳥会に参加したとき、リーダーがまわ

りで鳴いている鳥や飛んでいる烏の名前をつぎからつぎ

と教えてくれるのには感心しました。一応図鑑ではたい

ていの烏をおぼえていたのですが、それが芙物となかな

か一致しないのです。烏の種類を見分けることは、図鑑

と見くらぺてすぐできるというようなものではなく、な

れないとなかなかむずかしいものです。

昨年の秋、石狩川河口での探鳥会では、タカブシギや

ホウロクシギなどふだんあまり見かけない鳥をみること

ができました。「ピッピッピッ、あの声がタカブシギの

特徴です」。「くちばしが下に曲った大きなシギはホウ

ロクシギです。これと似たシギにダイシヤクシギがいま

すが、腰が白いのでホウロクシギとは区別できます」。

見分け方のコツは特徴をつかむことです。このような特

徴をおもに解説した図鑑やガイドブックが出ていますが

まずは自分が出合った烏の特徴を確実におぼえるように

することです。

探鳥会で説明を聞きながら見ていると、その場では

なるほどと思っていても、よほど印象づよくないと、

しばらくしてわすれてしまうものです。こんなとき、

自分で確かめた特徴を自分なりに記録しておくと、お

ぼえやすく、あとで役に立ちます。とくに鳴き声の場

合は、同じ烏の声でも、人によって多少ちがって聞え

るので、自分なりに記録する万がおぼえやすいようで

す。

また、探鳥会以外で、自分の知らない烏に出合った

とき、見たままを記録しておくと、あとで図鑑を参照

したり、人に聞いたりして種類がわかります。記録す

る事項は、いっ、どこで、鳥の大きさ（例えば、スズ

メくらい、ハトくらい）とび方（直線か、波状か）翼の

動かし方（はやいか、おそいか）など、の特徴です。ま

た烏の形をかいて、体の色や模様などを記録します。こ

のようにすれば、見ても種類のわからない鳥は一つずつ

なくなっていくでしょう。

鳥を見たら、必ずノートに記録する。これのくりかえ

しが鳥をおぼえる近道です。

2・記録のたのしみ

毎年春には南で冬越ししていた烏たちが北海道に渡っ

てきますが、渡一、てくる日は鳥によって大体きまってい

ます。3月になるとカワラヒワがやってきます。私はこ

の烏が「キリリリ、コロロロ」と飛びながら鳴くのを聞

くと、春になったなと思います。こうして烏のカレン

ダーで季節のうつりかわりを追ってみるのもたのしみで

す。

私の観察ノートから、カワラヒワ、オオジシギ、アカ

ハラ、カツコウを初めて見た目をひろってみると、表1

のように、札幌付近ではカワラヒワ3月～4月上旬、オ

オジシギ4月goヨころです。年によって多少のちがいは

ありますが、人間のようにカレンダーもないのに同じこ

ろ渡ってくるということには感心します。毎年の記録を

とっておいて、今年のカッコウの日は〇日といったよう

な烏のカレンダーをつくってみたらどうでしょうか。

春から夏にかけて藻岩山や野幌の原始林に探鳥会に行

くと、J Rに30～亜種の烏をみることができます。

また、場所をかえて海岸や草原に行けば、森林の烏と

は別の烏が見られます。それを毎回記録しておくと、自

分で見た鳥のリストはどんどんふくれあがり、すぐ九頓恒

になります。

表J・札幌付近でのカワラヒワ、オオジシギ、アカハ

ラ、カツコウの初認目（）内は観察場所

年lヵヮラヒワlォォジシギlァヵハラ【ヵッコウ

一一　　　一一　　　　　　一

i；≡鳥ヒ大構内）l

7967l3・30（美唄）：4・20（〝）14・27（〝

796βi l4・20（〝）．5・4（〝）

5・Jβ（北大農）＼J

5・20（○岩山）

5・24（〝）

5・J6（美　唄）

5・Jβ（〝）

卿夕（〝）摘（〝）覧日日鴇告‖
湖本日（〝）■

こうして自分で見た烏のリストをつくり、J種ずつふ

やしてゆくのもたのしいものです。日本で記録されてい

る鳥は彪切望近くいますが、この中にはスズメやカラス

類のように身近にいるものから、迷子で日本にやってき

たものまであり、全部の烏の名を自分のリストにあげる

のはまず不可能でしょう。しかし、何種類までいくかさ

つそく記録をはじめてはいかがですか。観察記録をつけ

るたのしみがふえると思います。　　　（つづく）

一一　パ　ー一一



白鳥6態

写頁と文
網走市北浜中学校

玉　　田　　　誠

写　真説　明

①　着水後、ゆき足で2∽程度滑水したときの状況。

やがて岸に這い上がり

④　「やァ一、や7・－」と、まずは仲間同志でご挨拶

㊥　「やァ一、ご馳走さま」と、パンを食べている。

かと思えば

④　こちらは、ヨダレ999をたらして見ている。

④　毎朝、世話をしてくれる生徒からは、モおすわ

りミで餌をもらう行儀のよさ。

⑥　手うつしで餌を食べてくれるようになっては、可

愛くて離れられず、時には学校にも遅れる仕儀とは

相成る。

白鳥は警戒心がとくに強く、なかなか人には慣れない

烏だといわれています。

しかし、一週間、二週間と根気強くつき合っていると

こちらの姿を見かけると、大急ぎで泳いでくるものや、

対岸から飛んでくるものもあり、餌をねだるかのように
＼－　普通では聞けない鳴き声をたてたり、いろいろなしぐさ

を眼前に展開してくれをようにさえなります。

私と白鳥とのつき合いは、例外を除いて、毎朝7時半

頃から8時J5分頃であるため、写真もあまりよい仕上り

のものが少ないのですが、一般にはあまり見受けられな

い姿態を紹介したいと思います。

ところで、最近新聞紙上で、苫小牧の沼で4羽の白鳥

が射殺された記事を見ました。人間の善意が通じ、やつ

と人間を信用し、人間に近づいた白鳥を、別の意意に満

ちた人間が撃ち殺す。なんといたましい事件でしょう。

殺された白鳥は、きつと人間の善意が通じ、人間をおそ

れなくなっていたものと思います。これはだまし撃ちで

なくてなんでしょう。

野鳥保護を心がける人たちに冷水を浴びせるような事

件に、いかりとも、悲しみともつかない思いをいだいて

います。
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一mt…＝…＝巣箱の静川………‖…………＝■…＝……＝……mm……l………＝…日日川日日日日目測川1

巣箱の作りかた

巣箱にはいろいろの形や大きさがあり、また材料も木

の板、コンクリート、タケなどいろいろなものがありま

すが、野鳥に利用させるには、ある条件にかなったもの

でなければなりません。もっとも大切な基本的な条件は

◇中の広さが適当であること

◇底から出入ロまでの高さが適当であること

この2つに注意して作り、後にのべるような適当な場所

にかければ、野鳥が利用する条件はそろったことになり

ますが、さらに繁殖を支障なく行なわせるためには、つ

ぎの点にも注意してほしいものです。

◇動かないようにつけること

◇手入れに便利なように、開閉装置をつけること

◇雨が中に入らないように工夫すること

◇入った水が外へでるようになっていること

◇じようぶであること

◇とまり木やとまり台をつけないこと

このような条件を満すために、いろいろな工夫をしてみ

ることです。

巣箱をかける場所

利用させようと思う鳥がいる場所でないと無理です。

スズメやシジュウカラはたいていの林や庭にいますが、

キビタキやキツツキ類は棲息状態をしらべてからかけた

方がよいでしょう。ムクドリは大きな森林より、林縁部

や田畑の近くの林や、人家の近くの木にかけた方がよく

利用します。都会のビルの高所などでも利用します。

巣箱は木のしげみにかけてはいけません。前のひらけ

た枝のない幹に直接つけるのがよいのです。適当な木が

なければ杭をたててそれにつけます。木の横枝にのせた

り、固定した時に上向きになるのはよくありません。

巣箱をかける高さ

シジュウカラやヤマガラは、巣とする穴の高さはこだ

ト1シー」

シジュウカラ用片長　　　与

秋型巣箱の板の切りかた

わりませんが、害敵や手入れを考えると2～3桝がよい

と思います。ムクドリは4～5刑、キツツキは3～4椚

アオバズクは5椚以上、キビタキやキセキレイは2～抑

が適当です。

出入口の方向

あまりこだわらなくてもよいですが、繁殖期である3
～7月の風向きを考えて、雨が降りこまない方向にしま

しよう。

木につけるときの注意

後板を長くして、四すみに小穴をあけて針金を通した

り、後板にそえ木をつけてそれにゆわえっけて固定させ

ます。針金を使うときには幹を痛めないように、スギ皮

や古い皮、細い枝などをはさんで針金を

巣箱を利用する烏の種類と巣箱の大きさ
（単位C〝l）

鳥　の　種類 ��9J�,ﾈﾘ"�+2�は　ば �ﾈ��ﾗ2� 偬��ﾉmｨ,ﾂ�ｿXﾆ��

シジュウカラ類 �#���#2�12～15 ��(���R�15内外 �(�C�-h6ﾓ8�C��

ムクドリ コムクドリ �#���C��15～17 ��X���r�18～22 滴��b�

コ　　　ゲ　　　ラ �#���3��11内外（製滝壷） �20内外 �8�CR�

ア　　カ　　ゲ　ラ �38��3R�13　〝（′・） �25内外 滴�CR�

ア　　オ　　ゲ　ラ �3x��C��17　〝（〝） �30内外 迭�

ブ　ッ　ポウ　ソ　ウ �#h��3��20 �#B�20 度����

オ　ンドリ アオバズク 鼎X��SR�23～30 �#���3��25～30 ���-c�"�

70　－

しめるようにしましよう。

巣箱をつける時期

野鳥の産卵期は4月～7月ですから、

おそくとも4月上旬までにはかけてやり

たいものです。それは野鳥たちは巣をつ

くる前から巣穴をさがすからです。また

あまり早く夕月や70月にかけると、ハチ

やクモやムカデなどの越冬の場所になっ

て巣箱の中がよごれてしまいます。

シジュウカラやヤマガラは冬の間巣箱

をねぐらとしても使いますから、シジユ

ウカラ用の巣箱は17月～毘月にかけてや

ると有効なわけです。（日本鳥類保護連

盟　庭に小鳥を・‥まけ）
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会員だより

原生花園のマガン

網走市　大　西　重　利

JJ月Jβ日、J2時30分のことです。鳥獣保護昌の任務の

ため巡視中、網走原生花園の展望台から、200米ぐらい

北浜寄りの、国道からdO米の牧場の中で、マガンJJ羽の

群を発見しました。

鳥獣保護区の字が読めるかのように、のびのびと遊ん

でいる姿に、ふとほほ笑ましさを感じました。

愛鳥活動と児童

岩見沢市　大垣内　四　郎

私の勤務していた孫別小学校は、同校区に建設された

新設校に吸収の形で、72月37日閉校になりました。

昭和40年5月、愛鳥モデル校に指定されてから、今年

、一　度の野鳥保護実績発表を最後に、孫別小学校としての保

護活動は終りになりました。最後の年には、保護活動に

全校生毘名が当りましたが、観察活動は6年生3名だけ

の淋しいものになりました。しかし、この活動を続けて

きた児童の心の中には、何かが残り、何かが生きてゆく

と考えます。ここで、72月にまとめた観察記録誌「むく

どり」から、児童の心の動きについて述べてみたいと思

います。

児童の心の動きは、着実にはつかみ得ないが、野鳥に

対する態度、言動の中から、ある程度察することができ

る。それを知る方法として、昭和39年には、一貫して詩

作文を書かせた。

昭和卯年には、より具体化し、毎朝の自習に詩、作文

を書かせたが、「小鳥は可愛いい」「小鳥のように空を

飛びたい」という表現で、一般的なものであった。

47年の詩集「山の学校」では、「かわいい小鳥、どん

＝ヽ二二ヽ二二‾＼＿こヽ

な生活をしているのかな。小鳥としゃべれたら……」と

生態を知り、もつと身近かに接したいという探究心が感

じられるようになった。

42年の観察記録「むくどり」第2号では、野鳥が巣立

ちしたあとの様子を「巣箱のどこにも入っていた小鳥も

もういない。これだけ大切にしたのに」と、もつと親し

くしたい心情が示され、巣箱については、「Jつ7つち

ゃんと手入れをする。来年もまたこの巣箱に入ってちょ

うだいと祈りながら」と、保護への積極性が示されてい

る。また44年の観察記録では、「クイナが死んでしまっ

た。ぼくたちは元気がなくなった」と、けがで死んだ鳥

について、わがことのように悲しんでいる。

また巣箱については、「ヒナだ、ぼくのつくった巣箱‾

でヒナが生まれた。うれしい。とびあがるほどに…」と

親密の度合いを示している。

そして尋5年の詩を見ると、「すっとするような緑の小

さな卵、やがてヒナにかえる。そして一番先にわかるの

が光。卵の中では無かった光だろう」と、神秘的な見方

のなかに、科学心が培われていることを知ることができ

る。（「むくどり」お別れ号より）

J2月26日の閉校式の時には、児童たちがえづけなした

コウライキジが、式のときに3～4がの所まで来ていま

した。コウライキジは、お別れを知っていたのでしょう

か。

鳥だよ　り

（鳥獣保護昌の報告）

荒関　三郎（稚内市）

72月3日、恵北地区で、ユキホオジロ約60羽ぐらいの

群に合う。午前9時頃のことである。

72月6日、大岬地区の黒岩付近でオジロワシJ羽を目

撃する。これは相当長期にわたって滞在しているようで

ある。

J2月23日、恵北地区の新山牧場で約50羽のコキホオジ

ロを見る。この群は以前からのものらしい。えさにめぐ

まれていたものと思われる。

72月27日、大岬付近の海上にコオリガモβ羽、ウミア

イサ6羽を発見した。

竹内　清美（稚内市）

72月27日、正午頃豊富町兜沼の近くの雑木林で、シロ

フクロウJ羽を発見したが、幼鳥らしく、まだ斑点が消

えていなかったようである。

一一一JJ　一一



渡辺　　徹（浜頓別町）

J2月5日、正午頃、鳥獣保護区の大沼に、オオハクチ

ョウ730羽と、約400羽のカモ類を見た。これもJβ日頃に

なって、結氷が卯％を越えたため、オオハクチョウは1

羽も見られなくなった。

12月23日、午后からの巡視で、豊浜の舟の上に止って

いるオジロワシj羽を発見。海岸の岩場にヒメウが200

羽ぐらい、例年より少ない。

片山　　弘（深川市）

72月JJ目、更進のお寺の庭で、コウライキジオス2羽

メスJ羽を発見する。この付近で繁殖しているらしい。

72月75日、午後4時JO分頃、多度志よりの帰途、納内

方面で、上空を編隊で渡る50羽ほどのガンの群れを発見

野幌森林公園を歩きましょう

冬のあいだ休んでいた野幌森林公園の探鳥散歩を次の

とおり再開します。どうぞおいでください。

◇月　日　4月29日、5月23日、6月20日、7月78日

◇集　合　5月～7月は午前夕時国鉄大麻駅待合室

4月はコースを変えますので、同行のご連絡

をくださる万にあらためておしらせします。

◇昼食、雨具、筆記用具などお持ちください。

◇雨天のとき、愛護会の行事が他にあるとき、私に急用

ができたときは中止します。

◇おいでになる方は、前日までにご連絡ください。

＜行事　日　誌＞

J月23日年後2時から、林業会館会議室で、野鳥愛

護会新年懇親会を開催しました。

犬飼会長は所用のため出席できませんでしたが、宮

脇、井上、斉藤、土屋の各副会長が顔をそろえ、40名

が出席するという盛況さでした。

井上副会長のあいさつのあと、事務局から野鳥のカ

ラースライドを上映し、そのあと、斉藤副会長を座長

として、自由討議をしましたが、会の運営や、会報の

発行、野鳥保護運動の進め方について、活発な意見が

続出し、5時20分間会いたしました。

◇連絡先　札幌市北3西6　道庁林政課　百武　充

電話　札幌237－4JJJ－内線3754

第6回探鳥会案内

今年最初の探鳥会をつぎの要領で開催します。早春の

ウトナイ湖畔、風は少し冷たいかも知れませんが会員多

数の参加をお待ちしています。

集合場所　苫小牧市ウトナイ遊園地（中央バス停留所）

（ウトナイ湖北岸の地域一帯を探鳥予定）

集合日時　3月2βヨ9時。解散は同73時頃

主な鳥　ハクチョウ類、カモ各種（ル種類は記録した

いが無理でしょうか。）ガン類（運が良けれ　＼J

ば。）草原の鳥たち（ノピタキなど夏鳥の早

い渡りとハギマシコなど冬鳥の渡りおくれに

注意しましよう。……欲張り……。）

その他　昼食各自持参、絶対長靴、適宜防寒の用意。

参　考　バス時刻表（札幌－－ウトナイ）片道260円

札　幌　発　7．J5　ウトナイ着　β・47

〝　　　　　8．05　　　　〝　　　　　タ．3（7

ウトナイ発J2・55　札　幌　着　昆・25

〝　　　　J3．30　　　　〝　　　　75．00

昭和46年度分会費の納入

昭和46年度分の会費300円を納入してください。

方法はとくに定めませんが、なるべく5月に予定してい

る総会までに納入してください。

■‾’1■■■■‾■L■■■’‾一州‾■■…■■山一“‖叩‾1■■■■■‾…‾州‾岬‾…■■’‾仰‾■…り「

＜事務局だより＞　　1
1

◇　冬来りなば春遠からじ、の言葉どおり、春がもう！

目の前に迫ってきました○別記のとおり、第7回のう

探鳥会を計画しました0新しい年は、理論より行動i

の年れたいと思います0多数のご参加を望みますi

◇　皆さまの原稿や、写真について、一部カットして…

いるものもありますが、編集上の都合でして、なにき

とぞご了承願います。　　　　　　　　　　I

◇　今度の発行は愛鳥週間の5月になります。・増頁を享

計画しておりますので、j行でも2行でも、遠慮なi

く原稿を送って下さい。

－J2　－


